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(54)【発明の名称】 内視鏡の鉗子栓

(57)【要約】
【課題】処置具が適度な通過抵抗で通過し且つ適度な密
閉性を確保することができる内視鏡の鉗子栓を提供する
こと。
【解決手段】スリット２７に差し込まれる処置具１００
の太さを規制する処置具径規制部２９をスリット２７よ
り手前側に設けると共に、処置具径規制部２９の直径に
スリット２７部分の閉鎖膜２６の厚さの二倍を加えた寸
法を外壁２４内面の直径とする空間２０を閉鎖膜２６の
裏側に形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の処置具挿通チャンネルの入口部分
に配置された弾力性のある材料からなる閉鎖膜に、通常
は自己の弾力性によって閉じた状態を維持し、上記処置
具挿通チャンネルに挿脱される処置具によって押し開か
れるスリットが形成された内視鏡の鉗子栓において、
上記スリットに差し込まれる処置具の太さを規制する処
置具径規制部を上記スリットより手前側に設けると共
に、上記処置具径規制部の直径に上記スリット部分の閉
鎖膜の厚さの二倍を加えた寸法を外壁内面の直径とする
空間を上記閉鎖膜の裏側に形成したことを特徴とする内
視鏡の鉗子栓。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルの入口に配置される内視鏡の鉗子栓に関
する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の鉗子栓は、処置具挿通チャンネ
ルを介して体内汚液等が噴出しないように処置具挿通チ
ャンネルの入口部分の栓をし、しかも処置具挿通チャン
ネルに処置具を挿脱する際には栓を開閉する特別な操作
を必要としないものでなければならない。
【０００３】そこで内視鏡の鉗子栓は一般に、内視鏡の
処置具挿通チャンネルの入口部分に配置された弾力性の
ある材料からなる閉鎖膜に、通常は自己の弾力性によっ
て閉じた状態を維持し、処置具挿通チャンネルに挿脱さ
れる処置具によって押し開かれるスリットが形成されて
構成されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上述のように、処置具
が通されるとスリットが押し開かれる。言い換えると、
スリットが形成されている部分の閉鎖膜が裏側に押され
て側方に広げられる。
【０００５】しかし、そのような構造の従来の内視鏡の
鉗子栓においては、処置具によって押し広げられる閉鎖
膜が裏側ですぐに他の壁にぶつかって広がりが規制さ
れ、処置具の通過抵抗が非常に大きくなって操作性が悪
くなったり、処置具が無理に通されて損傷してしまう場
合があった。
【０００６】また逆に、閉鎖膜が何の規制もなく押し広
げられてスリットに閉じ力が作用しないために、処置具
を通した状態の時に密閉性が悪くて汚液漏れ等が発生す
る場合があった。
【０００７】そこで本発明は、処置具が適度な通過抵抗
で通過し且つ適度な密閉性を確保することができる内視
鏡の鉗子栓を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の鉗子栓は、内視鏡の処置具挿通チ
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ャンネルの入口部分に配置された弾力性のある材料から
なる閉鎖膜に、通常は自己の弾力性によって閉じた状態
を維持し、処置具挿通チャンネルに挿脱される処置具に
よって押し開かれるスリットが形成された内視鏡の鉗子
栓において、スリットに差し込まれる処置具の太さを規
制する処置具径規制部をスリットより手前側に設けると
共に、処置具径規制部の直径にスリット部分の閉鎖膜の
厚さの二倍を加えた寸法を外壁内面の直径とする空間を
閉鎖膜の裏側に形成したものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３は内視鏡を示しており、可撓管によって
外装された挿入部１の基端が操作部２の下端に連結され
ている。
【００１０】挿入部１内に挿通配置された処置具挿通チ
ャンネル３の先端は挿入部１の先端において外部に開口
し、処置具挿通チャンネル３の入口に配置された鉗子栓
１０が、操作部２の下端部分から斜め上方に突出してい
る。
【００１１】図１と図２は、処置具挿通チャンネル３の
入口端部に設けられた入口口金３０に着脱自在に取り付
けられた鉗子栓１０を示し、図１は正面断面図、図２は
側面断面図である。
【００１２】鉗子栓１０は、各々が弾力性のあるゴム材
によって形成された樽状部材１１と蓋状部材１２を、直
列に配置して構成されており、樽状部材１１と蓋状部材
１２は、入口口金３０の外周面に形成された第１と第２
の円周溝３２，３３に着脱自在に嵌め込まれて取り付け
られている。
【００１３】樽状部材１１は、その内周面に突設された
弾性突起１３が入口口金３０の口元近傍に形成された第
１の円周溝３２に嵌め込まれており、弾性突起１３の周
辺を弾性変形させることにより、第１の円周溝３２に係
脱させることができる。
【００１４】樽状部材１１には、中心に小孔１５が形成
された閉鎖膜１４が、入口口金３０の開口端に対向する
位置に形成されており、図示されていない処置具が、小
孔１５を押し広げながら処置具挿通チャンネル３内に挿
脱される。
【００１５】蓋状部材１２は、入口口金３０の基部に形
成された第２の円周溝３３に弾力的に着脱自在に取り付
けられた環状部２１に、柔軟な連結バンド部２２を介し
て蓋部２３が連結されて構成されている。
【００１６】蓋部２３の中央部分には、処置具差込口２
８が凹んで形成されており、処置具差込口２８の底部分
が奥側へ向かって球面状に凸の閉鎖膜２６になってい
て、その中央にスリット２７が形成されている。スリッ
ト２７は、通常は自己の弾力性によって閉じた状態を維
持し、処置具挿通チャンネル３に挿脱される処置具によ
って押し開かれる。
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【００１７】処置具差込口２８の口元近傍には、差し込
まれる処置具の太さを規制するように内径を部分的に括
れさせて処置具径規制部２９が形成されている。この処
置具径規制部２９の直径をＡとする。
【００１８】蓋部２３の裏面には、閉鎖膜２６を囲んで
円筒壁２４が突設されており、その円筒壁２４の突端部
分にフランジ状に突出形成された係合突部２５が、樽状
部材１１の上端部近傍の内周面に形成された係合溝１６
に弾力的に係脱自在である。
【００１９】その係合状態においては、樽状部材１１か
ら円筒壁２４を径方向に締め付ける力が作用し、その内
側にあるスリット２７を密閉させる補強になっている。
円筒壁２４を弾性変形させて係合突部２５を係合溝１６
から離脱させれば、蓋部２３が樽状部材１１から外れ
る。
【００２０】円筒壁２４は、処置具差込口２８等と中心
軸線を一致させて閉鎖膜２６の裏面部分を囲むように形
成されており、円筒壁２４の内面の直径をＢとし、スリ
ット２７部分における閉鎖膜２６の厚さをｅとすると、
Ｂ≒Ａ＋２ｅになっている。
【００２１】即ち、閉鎖膜２６の裏面部分には、処置具
径規制部２９の直径（Ａ）にスリット２７部分の閉鎖膜
２６の厚さ（ｅ）の二倍を加えた寸法を外壁内面の直径
（Ｂ）とする空間２０が形成されている。
【００２２】図４は、上述のように構成された鉗子栓１
０から処置具挿通チャンネル３に、処置具径規制部２９
に沿う径の処置具１００が差し込まれた状態を示してお
り、小孔１５とスリット２７が処置具１００のシャフト
によって弾力的に押し開かれる。
【００２３】その際に、前述のようにＢ≒Ａ＋２ｅにな
っていることから、処置具１００によって押し開かれる
閉鎖膜２６が円筒壁２４の内壁にちょうど密着する状態
になる。
【００２４】したがって、閉鎖膜２６の押し開き動作は
ほとんど規制されないので、処置具１００の通過抵抗が
いたずらに大きくならず、また、押し開かれた閉鎖膜２
６が円筒壁２４側からある程度の反力を受けるので、そ
れによってスリット２７を通過する処置具１００と閉鎖
膜２６との間の密閉性が補強され、処置具挿通チャンネ*
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*ル３側からの汚液漏れ等が発生し難い。
【００２５】図５は、鉗子栓１０に注射筒２００が差し
込まれた状態を示しており、閉鎖膜２６が円筒壁２４に
密着してぐらつかないので、注射筒２００が真っ直ぐに
安定した状態に差し込まれる。また、注射筒２００が処
置具径規制部２９によって締め付けられて液漏れが発生
しない。
【００２６】
【発明の効果】本発明によれば、スリットに差し込まれ
る処置具の太さを規制する処置具径規制部をスリットよ
り手前側に設けると共に、処置具径規制部の直径にスリ
ット部分の閉鎖膜の厚さの二倍を加えた寸法を外壁内面
の直径とする空間を閉鎖膜の裏側に形成したことによ
り、処置具によって押し開かれる閉鎖膜が空間を囲む壁
にちょうど密着する状態になるので、処置具が適度な通
過抵抗で通過し、且つ壁側から受ける反力によって適度
な密閉性を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の鉗子栓の正面断面図
である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の鉗子栓の側面断面図
である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の全体構成を示す外観
図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡の鉗子栓に処置具が挿
入された状態の正面断面図である。
【図５】本発明の実施例の内視鏡の鉗子栓に注射筒が差
し込まれた状態の正面断面図である。
【符号の説明】
３  処置具挿通チャンネル
１０  鉗子栓
２０  空間
２４  円筒壁（外壁）
２６  閉鎖膜
２７  スリット
２８  処置具差込口
２９  処置具径規制部
１００  処置具
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要解决的问题：为内窥镜提供镊子止动器，其能够允许治疗装置通过合
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